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♫஺不Ᏻにおける Post-event processing と注意制御機能の㛵連 
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要 約 

Post-Event Processing (PEP) は，♫஺不Ᏻ障ᐖ (Social Anxiety Disorder: SAD) に特᭷の認知過程で

あり，「♫఍的ሙ㠃の経験ᚋ，⧞り㏉しそのฟ᮶事についてᅇ㢳すること」と定義されている。PEP は，

♫఍的ሙ㠃における自己注目 (自己のෆ的事㇟に注目しすࡂること) との間にṇの㛵連があり，自己注目

は，注意をእ的事㇟に向けるようにࣥࢥト࣮ࣟルする「注意制御機能」がపୗしていることによって生じ

ることが示唆されている。しかし，PEP と注意制御機能の㛵連性は᫂らかにされていない。そこで，本

研究では，PEP と注意制御機能の㛵連性を調ᰝ研究と実験研究によって᫂らかにすることを目的とした。

その結果，調ᰝ研究においては PEP と注意制御機能の間に㈇の㛵連が示された一᪉で，実験研究におい

てはṇの㛵連が示された。本研究の結果から，PEP への介入には，注意制御機能そのものを向上さࡏる

ことにຍえて，注意の᪉向性に㛵わるメタ認知にも介入を行うᚲ要があることが示唆された。 
キーワード㸸♫஺不Ᏻ，Post-event processing，注意制御機能 
 
 

問 題 

 

 ♫஺不Ᏻ障ᐖ  (Social Anxiety Disorder: 
SAD) は，3㹼13㸣という㧗い生ᾭ᭷⑓⋡である

ことがሗ࿌されており (American Psychiatric 
Association, 2000)，その発症ᖺ㱋は，඾ᆺ的に

は 10 ௦༙ばとされている (ᮅ಴・ᑠᒣ, 2010)。
また，SAD は疾患レベルにない㧗♫஺不Ᏻ者と

の間に心⌮的特徴の連続性があることがᣦ᦬さ

れている (Turner, Beidel, & Townsley, 1990)。 
Post-Event Processing (PEP) とは，SAD に

特᭷の認知過程であり，「♫఍的ሙ㠃の経験ᚋ，

⧞り㏉しそのฟ᮶事についてᅇ㢳すること」と 
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定義されている (Dannahy & Stopa, 2007)。
PEP は，自ศ自㌟をྵࡴฟ᮶事඲体をእഃから

═めるような「観ᐹ者どⅬ」によってྰ定的な

自己࢖メ࣮ࢪを᝿㉳するという特徴を᭷してお

り，これは，PEP と同様の反復的思考様ᘧであ

る「反ⱄ」には認められない特徴である (஬༑

ᔒ・ᒣ本・ᔱ田, 2009)。そして，PEP は SAD
の⥔持要因であるだけでなく，SAD の治療反応

性に影響を及ぼすことが示唆されている 
(McEvoy, Mahoney, Perini, & Kingsep, 2009)。
したがって，SAD の治療反応性を㧗めるために

は，PEP をῶᑡさࡏる介入ἲが᭷ຠであると考

えられるが，PEP がどのようなメ࢝ࢬࢽムで生

じるのかのヲ⣽は᫂らかにされていないため，

実ド的デ࣮タに基づく介入ἲはᮍだᥦ᱌されて

いない。そこで，PEP という認知過程がどのよ

うに発生・⥔持されるのかを，注意やグ᠈とい

った᝟ሗ処⌮過程の観Ⅼから᫂らかにすること

がᚲ要と考えられる。そして，㏆ᖺ研究が᥎進
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されている，᝟ሗ処⌮⌮ㄽに基づいた様々な介

入ἲの中に「PEP のపῶἲ」を఩置づけること

によって，さらなる発ᒎをᅗることがྍ能にな

ると考えられる。 
 PEP は，♫఍的ሙ㠃における自己注目 (自己

のෆ的事㇟に注目しすࡂること) との間にṇの

㛵連があり(Gaydukevych & Kocovski, 2012)，
自己注目は，注意をእ的事㇟に向けるようにࢥ

ࣥト࣮ࣟルする「注意制御機能」がపୗしてい

ることによって生じることが示唆されている 
(Wells, 2009 ⇃野・௒஭・ቃ┘ヂ 2012)。ここ

での注意制御機能は，Wells & Matthews (1994) 
のศ㢮にしたがったものであり，「㑅ᢥ的注意 
(Selective attention: 多くの対㇟から特定の対

㇟ に 注 意 を 向 け る 機 能 ) 」「 注 意 の ㌿ ᥮ 
(Switching attention: 注意を௚の対㇟に適切

に切り᭰える機能 )」「注意のศ๭  (Divided 
attention: 」数の対㇟に同時に注意を配ศさࡏ

る機能)」の 3 つの機能からᵓ成されている 
(す・௒஭・金ᒣ・⇃野, 2014)。ඛ行研究におい

ては，♫஺不Ᏻ症状と，௚の 2 つの注意制御機

能を制御した，注意の㌿᥮及ࡧ注意のศ๭との

間に，それࡒれ㈇の┦㛵がࡳられることがሗ࿌

されている (௒஭・௒஭・金ᒣ・⇃野, 2011)。
自己注目をపῶさࡏるための介入ἲとしては，

Attention Training Technique (ATT) がᥦ᱌さ

れており，ATT は♫஺不Ᏻのపῶにຠ果を示し

た こ と が ሗ ࿌ さ れ て い る  (Wells & 
Papageorgiou, 1998)。ATT とは，メタ認知療ἲ 
(Metacognitive therapy: MCT) における介入

ἲの 1 つであり，メタ認知療ἲは，症状を増ᝏ

さࡏる「心配・反ⱄ，注意࢔࢖ࣂス，思考抑制・

ᅇ㑊行動」に対し，注意制御機能とメタ認知的

信念 (思考のാき᪉やࣥࢥト࣮ࣟルの仕᪉など

思考の制御に㛵わる信念) の୧㠃から介入する

ことを強ࡳとした介入ἲである。PEP は心配や

反ⱄと同様の反復的な思考様ᘧであり，「♫఍的

ሙ㠃をᅇ㢳することは᭷┈である」という࣏ࢪ

なメタ認知的信念を᭷しているために生ࣈ࢕ࢸ

じ る こ と が 示 唆 さ れ て い る  (Fisak & 
Hammond, 2013)。したがって，MCT の観Ⅼか

ら考えると，PEP は症状を増ᝏさࡏる主要な要

因となると予 される。しかし，PEP と注意制

御機能との㛵ಀ性のヲ⣽は検討されていないた

め，「PEP のపῶἲ」として，注意制御機能へ

の介入を఩置づけられるのかは不᫂確である。

そこで，本研究では，PEP と注意制御機能の㛵

連性を調ᰝ研究と実験研究により᫂らかにする

ことを目的とした。 
 

◊✲㸯 

 

࠙目 的ࠚ 
本研究では，♫஺不Ᏻにおける PEP と注意制

御機能との㛵連性を調ᰝ研究によって᫂らかに

することを目的とした。 
 

࠙᪉ ἲࠚ 
調ᰝ対㇟者  
 4 ᖺ制⚾立大学に㏻学する学生 911 ྡを対㇟

に㉁問⣬調ᰝを実᪋した。ᅇ཰した調ᰝデ࣮タ

からグ入₃れ➼のあったものを㝖እし，᭷ຠᅇ

⟅ 265 ྡ (男性 127 ྡ, ዪ性 138 ྡ; ᖹᆒᖺ㱋

20.26 ṓ, SD = 1.33, ᭷ຠᅇ⟅⋡ 29.08%) をศ

ᯒの対㇟とした。 
調ᰝᮦᩱ 
(1) Liebowitz Social Anxiety Scale 日本ㄒ∧ 

(LSAS-J; ᮅ಴・஭上・బ々ᮌ・బ々ᮌ・໭

ᕝ・஭上・ബ田・ఀ⸨・松原・ᑠᒣ, 2002): ♫
஺不Ᏻ傾向を 定するために用いた。♫஺不

Ᏻを࿊しやすいとされる 24 の状ἣに対する

「ᜍᛧ感㸭不Ᏻ感」と「ᅇ㑊」の程度を 4
௳ἲで 定する㡯目からᵓ成されており，㧗

い信㢗性とጇᙜ性を᭷している。 
(2) Post-Event Processing Questionnaire 日本

ㄒ∧ (PEPQ; ஬༑ᔒ・ᔱ田, 2008): ♫఍的

ሙ㠃を⤊えたᚋの認知的処⌮を 定するた

めに用いた。9 㡯目 1 因Ꮚᵓ㐀の㉁問⣬ᑻ度
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であり，すべての㡯目に対して 0 から 100
の 11 ௳ἲでᅇ⟅する。㧗い信㢗性とጇᙜ性

を᭷している。 
(3) 注意制御機能 定ᑻ度 (Attention Control 

Scale: ACS; ௒஭・௒஭・根建, 2009) : 㑅ᢥ

的注意・注意の㌿᥮・注意のศ๭の 3 つのୗ

఩因Ꮚからᵓ成されるᑻ度であり，注意制御

機能を 定するために用いた。18 㡯目 6 ௳

ἲでᵓ成されており，㧗い信㢗性とጇᙜ性を

᭷している。 
ᡭ続き 
 ㅮ義⤊஢ᚋの時間に，ᩍሙにてཷㅮ生に㉁問

⣬を配ᕸした。調ᰝ実᪋時には，調ᰝの㊃᪨に

㛵する༑ศな説᫂を行い，調ᰝへの༠力の᭷↓

は対㇟者の自⏤意思によるものであり，不ཧຍ

によって不฼┈は⿕らないことをఏえた。㉁問

⣬へのᅇ⟅は↓グྡで行い，ᚓられたデ࣮タは

研究目的௨እには౑用しないこと，୓が一気ศ

がᝏくなったሙྜは，┤ちに調ᰝを中᩿し，そ

の᪨を⏦しฟるようにఏえた。なお，㉁問⣬に

ᅇ⟅するという行為をもって，本研究ཧຍへの

同意をᚓたとࡳなした。 
೔⌮的配៖ 
本研究は，早稲田大学における「人を対㇟と

する研究に㛵する೔⌮ጤဨ఍」のᑂᰝとᢎ認を

ᚓて行われた (ᢎ認␒ྕ: 2012-092)。 
 

࠙結 果ࠚ 
♫஺不Ᏻ，PEP と注意制御機能のྛୗ఩ᑻ度

との┦㛵ศᯒを行った (Table 1)。♫஺不Ᏻと

PEP の間には，᭷意な中程度のṇの┦㛵が示さ

れた (r = .407, p < .01)。♫஺不Ᏻと注意制御機

能との間には，඲ୗ఩ᑻ度において᭷意なᙅい

㈇の┦㛵が示された。PEP と注意制御機能との

㛵連性については，PEP と㑅ᢥ的注意との間に

᭷意なࡈくᙅい㈇の┦㛵が示され，PEP と注意

の㌿᥮，注意のศ๭との間には᭷意なᙅい㈇の

┦㛵が示された。 
続いて，PEP とྛ注意制御機能の㛵連性につ

いて，┤᥋的なศᯒ対㇟となっていない௚の 2
つの注意制御機能を制御した೫┦㛵ศᯒを実᪋

した。その結果，PEP と注意のศ๭との間にの

  くᙅい㈇の┦㛵が示されたࡈ᭷意傾向の，ࡳ
(r = -.118, p < .10)。 

 
࠙考 ᐹࠚ 

ඛ行研究 (௒஭ら, 2011) でሗ࿌された♫஺

不Ᏻと注意制御機能の㛵連性については，本研

究で行った┦㛵ศᯒの結果からも支持された。

PEP と注意制御機能の㛵連性については，PEP
の㧗い者には，特に，注意の㌿᥮と注意のศ๭

の機能పୗがあることが示唆された。したがっ

て，注意制御機能の向上を意ᅗした介入を行う

ことにより PEP がῶᑡするྍ能性が示唆され

た。一᪉で，┤᥋的なศᯒ対㇟となっていない

௚の 2 つの注意制御機能を制御すると，඲ての

注意制御機能と PEP の㛵連が࡯ぼ示されなく

なったことから，ྛ 注意制御機能と PEP の㛵連

の間には多くの重なりがあることが考えられた。

したがって，介入を行う㝿には，඲ての注意の

トへ介入を行うᚲ要性はపいと考ࣥࢿ࣏̿ࣥࢥ

えられる。 
 

Table 1 ♫஺不Ᏻ，PEP と注意制御機能の㛵連 (N = 265) 

*p < .05，**p < .01

 注意制御機能 

1. 㑅ᢥ 2. ㌿᥮ 3. ศ๭ 1+2+3 

♫஺不Ᏻ -.311** -.321** -.362** -.383** 

PEP -.147* -.210** -.227** -.225** 

されている，᝟ሗ処⌮⌮ㄽに基づいた様々な介

入ἲの中に「PEP のపῶἲ」を఩置づけること

によって，さらなる発ᒎをᅗることがྍ能にな

ると考えられる。 
 PEP は，♫఍的ሙ㠃における自己注目 (自己

のෆ的事㇟に注目しすࡂること) との間にṇの

㛵連があり(Gaydukevych & Kocovski, 2012)，
自己注目は，注意をእ的事㇟に向けるようにࢥ

ࣥト࣮ࣟルする「注意制御機能」がపୗしてい

ることによって生じることが示唆されている 
(Wells, 2009 ⇃野・௒஭・ቃ┘ヂ 2012)。ここ

での注意制御機能は，Wells & Matthews (1994) 
のศ㢮にしたがったものであり，「㑅ᢥ的注意 
(Selective attention: 多くの対㇟から特定の対

㇟ に 注 意 を 向 け る 機 能 ) 」「 注 意 の ㌿ ᥮ 
(Switching attention: 注意を௚の対㇟に適切

に切り᭰える機能 )」「注意のศ๭  (Divided 
attention: 」数の対㇟に同時に注意を配ศさࡏ

る機能)」の 3 つの機能からᵓ成されている 
(す・௒஭・金ᒣ・⇃野, 2014)。ඛ行研究におい

ては，♫஺不Ᏻ症状と，௚の 2 つの注意制御機

能を制御した，注意の㌿᥮及ࡧ注意のศ๭との

間に，それࡒれ㈇の┦㛵がࡳられることがሗ࿌

されている (௒஭・௒஭・金ᒣ・⇃野, 2011)。
自己注目をపῶさࡏるための介入ἲとしては，

Attention Training Technique (ATT) がᥦ᱌さ

れており，ATT は♫஺不Ᏻのపῶにຠ果を示し

た こ と が ሗ ࿌ さ れ て い る  (Wells & 
Papageorgiou, 1998)。ATT とは，メタ認知療ἲ 
(Metacognitive therapy: MCT) における介入

ἲの 1 つであり，メタ認知療ἲは，症状を増ᝏ

さࡏる「心配・反ⱄ，注意࢔࢖ࣂス，思考抑制・

ᅇ㑊行動」に対し，注意制御機能とメタ認知的

信念 (思考のാき᪉やࣥࢥト࣮ࣟルの仕᪉など

思考の制御に㛵わる信念) の୧㠃から介入する

ことを強ࡳとした介入ἲである。PEP は心配や

反ⱄと同様の反復的な思考様ᘧであり，「♫఍的

ሙ㠃をᅇ㢳することは᭷┈である」という࣏ࢪ

なメタ認知的信念を᭷しているために生ࣈ࢕ࢸ

じ る こ と が 示 唆 さ れ て い る  (Fisak & 
Hammond, 2013)。したがって，MCT の観Ⅼか

ら考えると，PEP は症状を増ᝏさࡏる主要な要

因となると予 される。しかし，PEP と注意制

御機能との㛵ಀ性のヲ⣽は検討されていないた

め，「PEP のపῶἲ」として，注意制御機能へ

の介入を఩置づけられるのかは不᫂確である。

そこで，本研究では，PEP と注意制御機能の㛵

連性を調ᰝ研究と実験研究により᫂らかにする

ことを目的とした。 
 

◊✲㸯 

 

࠙目 的ࠚ 
本研究では，♫஺不Ᏻにおける PEP と注意制

御機能との㛵連性を調ᰝ研究によって᫂らかに

することを目的とした。 
 

࠙᪉ ἲࠚ 
調ᰝ対㇟者  
 4 ᖺ制⚾立大学に㏻学する学生 911 ྡを対㇟

に㉁問⣬調ᰝを実᪋した。ᅇ཰した調ᰝデ࣮タ

からグ入₃れ➼のあったものを㝖እし，᭷ຠᅇ

⟅ 265 ྡ (男性 127 ྡ, ዪ性 138 ྡ; ᖹᆒᖺ㱋

20.26 ṓ, SD = 1.33, ᭷ຠᅇ⟅⋡ 29.08%) をศ

ᯒの対㇟とした。 
調ᰝᮦᩱ 
(1) Liebowitz Social Anxiety Scale 日本ㄒ∧ 

(LSAS-J; ᮅ಴・஭上・బ々ᮌ・బ々ᮌ・໭

ᕝ・஭上・ബ田・ఀ⸨・松原・ᑠᒣ, 2002): ♫
஺不Ᏻ傾向を 定するために用いた。♫஺不

Ᏻを࿊しやすいとされる 24 の状ἣに対する

「ᜍᛧ感㸭不Ᏻ感」と「ᅇ㑊」の程度を 4
௳ἲで 定する㡯目からᵓ成されており，㧗

い信㢗性とጇᙜ性を᭷している。 
(2) Post-Event Processing Questionnaire 日本

ㄒ∧ (PEPQ; ஬༑ᔒ・ᔱ田, 2008): ♫఍的

ሙ㠃を⤊えたᚋの認知的処⌮を 定するた

めに用いた。9 㡯目 1 因Ꮚᵓ㐀の㉁問⣬ᑻ度

富田・西・今井・熊野：社交不安におけるPost-event processingと注意制御機能の関連

―�49�―



ඛ行研究において，PEP と同様に反復的に過

ཤを᝿㉳する認知過程である「反ⱄ」は，特に

㑅ᢥ的注意の機能పୗと㛵連がࡳられることが

ሗ࿌されている (௒஭ら, 2011)。一᪉，本研究

では，PEP が注意の㌿᥮・注意のศ๭の機能ప

ୗと㛵連することが示されたため，反ⱄと PEP
の┦㐪Ⅼが，注意制御機能の観Ⅼからも示唆さ

れたとゝえる。௒ᚋは，本研究の結果を実験に

よっても同様に示すことで，PEP と注意制御機

能の㛵ಀ性を᫂らかにするᚲ要がある。 
 

◊✲㸰 

 
࠙目 的ࠚ 

本研究では，♫஺不Ᏻ者における PEP と注意

制御機能の㛵連性を，神経心⌮ㄢ題を用いて実

験的に᫂らかにすることを目的とした。 
 

࠙᪉ ἲࠚ 
実験対㇟者 

4 ᖺ制⚾立大学のㅮ義ᚋの時間を฼用して，

実験༠力者ເ㞟の用⣬を配ᕸし，実験の༠力者

をເ㞟した。実験ཧຍに同意した 21 ྡの学生を

対㇟とした (男性 9 ྡ, ዪ性 12 ྡ; ᖹᆒᖺ㱋

20.52 ṓ, SD = 1.72)。 
実験者 
大学学㒊生 (ዪ性) 1 ྡが行った。 

実験ᡭ続き 
調ᰝᑻ度へのᅇ⟅をồめたᚋ，ྛ注意制御機

能を 定するための୧⪥ศ㞳⫈ㄢ題を実᪋し

た。ㄢ題に㛵する説᫂ᚋに，ྛㄢ題につき 1 ศ

間の⦎⩦を行い，実験ཧຍ者がㄢ題ෆᐜを⌮ゎ

できているか，㡢ኌデ࣮タが࣐࢖クに適切に入

力されているかを確認した。 
実験ᮦᩱ 
㡢ኌ่⃭は 125 個の中性ㄒを用いた。NTT デ

࣮タベ࣮ス「日本ㄒのㄒᙡ特性 1.00」より，ᩥ

Ꮠ㡢ኌぶ密ㄒが 5.1㹼6.5 の₎Ꮠ 2 ᩥᏐの༢ㄒを

඲ 300 ㄒᢳฟしたᚋ，大学生 13 ྡに対し，ྛ

༢ㄒの感᝟౯を「非常に不ᛌ (1) 㹼非常にᛌい 
(7)」の 7 ௳ἲでồめた。その中で，Ᏺ㇂・୹野 
(2007) をཧ考にして，感᝟౯が 3.2㹼4.5 であっ

た༢ㄒを中性ㄒとした。なお，㡢ኌは上グのࢯ

トに௜ᒓされている㡢ኌを「Mixcraft 6」をࣇ

用いて඲༢ㄒの㛗さが 700msec になるように

⦅㞟した上で౑用した。㡢ኌฟ力には，

SuperLab SV-1 Voice Key を用いた。また，ṇ

⟅数を⟬ฟするために，SONY 〇の IC レ࣮ࢥ

 。を用いてㄢ題中の㡢ኌを㘓㡢した࣮ࢲ
୧⪥ศ㞳⫈ㄢ題 
ᕥྑで異なる㡢ኌ่⃭ (ࡦらがな 4 ᩥᏐの༢

ㄒ) をᥦ示し，ྛㄢ題の᮲௳にྜわࡏてできる

だけ早く༢ㄒのྡ⛠を復ၐすることをồめた。

Superlab4.5 を用いてㄢ題を作成し，ྛㄢ題は

60sec，ィ 180sec のㄢ題とした。ㄢ題成⦼は，

反応時間とṇ⟅⋡により⟬ฟした。反応時間は

್がపい࡯ど㧗成⦼であることを⾲し，ṇ⟅⋡

は್が㧗い࡯ど㧗成⦼であることを⾲す。ゎ⟅

時間ෆに復ၐしたものをṇᘧな反応時間とし，

ྛㄢ題におけるᖹᆒ反応時間をồめた。ṇ⟅⋡

は Li, Jackson, & Chen (2011) をཧ考にして，

ゝいᛀれや不ṇ確なものを不ṇゎとした。ྛㄢ

題のᡭ続きを௨ୗに示す。 
(a) 㑅ᢥ的注意ㄢ題: ᕥྑでᥦ示された༢ㄒの

うちྑ⪥の༢ㄒにのࡳ注意を㞟中し，ྑ ⪥に

ᥦ示された༢ㄒだけを復ၐするㄢ題とした。 
(b) 注意の㌿᥮ㄢ題: ㄢ題㏵中に࣮ࢨࣈ㡢をᥦ

示し，࣮ࢨࣈ㡢がᥦ示された᪉とは反対ഃの

⪥にᥦ示される༢ㄒを復ၐするㄢ題とした。 
(c) 注意のศ๭ㄢ題: ᥦ示された༢ㄒを୧᪉と

も復ၐするㄢ題とした。 
調ᰝᮦᩱ 
(1) LSAL-J (ᮅ಴ら, 2002): 研究 1 と同様。 
(2) PEPQ (஬༑ᔒ・ᔱ田, 2008): 研究 1と同様。 
(3) Beck Depression Inventory-II 日本ㄒ∧

(BDI-II; ᑠᔱ・ྂᕝ, 2003): 抑うつ症状を

 定するために用いた。21 㡯目 4 ௳ἲでᵓ

成されており，㧗い信㢗性とጇᙜ性を᭷して
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いる。抑うつは♫஺不Ᏻと㧗い┦㛵㛵ಀにあ

るため，制御変数として用いた。 
೔⌮的配៖ 
個人᝟ሗのಖㆤや実験の㊃᪨に㛵して，説᫂

ᩥ᭩およཱྀࡧ㢌にて説᫂を行った。さらに，実

験ཧຍ者に「実験はどの時Ⅼにおいても自⏤に

中Ṇできること」をఏえ，௵意のཧຍであるこ

とを᫂確にఏえた。また，࢛࣊ࣥࣇࢻࢵからὶ

れる㡢㔞が過大とならないよう༑ศに配៖し，

事๓に㡢㔞のࢵ࢙ࢳクを行った。実験中に実験

ཧຍ者が気ศのᝏさ➼を⏦しฟたሙྜは，実験

を┤ちに中Ṇし，⮫ᗋ心⌮ኈおよࡧ་ᖌである

研究従事者のᣦ示のもとᏳ㟼にするようにᣦ示

し，それでも体調がᅇ復しないሙྜは学ෆのಖ

健ࣥࢭタ࣮を⤂介し，適切な処置をすることを

心᥃けたが，実㝿に気ศがᝏくなるなどの⏦し

ฟをした者はいなかった。なお，本研究は，早

稲田大学における「人を対㇟とする研究に㛵す

る೔⌮ጤဨ఍」のᑂᰝ・ᢎ認をᚓて行われた 
(ᢎ認␒ྕ: 2012-092)。 

 
࠙結 果ࠚ 

♫஺不Ᏻと注意制御機能の㛵連性を検討する

ために，LSAS-J と୧⪥ศ㞳⫈ㄢ題の成⦼につ

いて┦㛵ศᯒを実᪋した。その結果，LSAS-J
と注意のศ๭ㄢ題のṇ⟅⋡の間にのࡳ，᭷意傾

向のṇの┦㛵が示された (r = .385, p < .10)。
LSAS-Jと BDI-II の間に᭷意な㧗いṇの┦㛵が

示されたため (r = .671, p < .01)，BDI-II を制

御変数として上グの㛵連性についてのศᯒを行

った結果，᭷意傾向をྵめた┦㛵が示されなく

なった (r = .218, p = n.s.)。 
PEPと注意制御機能の㛵連性を検討するため

に，PEPQ とྛ注意制御機能を 定するㄢ題の

┦㛵ศᯒを実᪋した。その結果，㑅ᢥ的注意ㄢ

題の反応時間およࡧṇ⟅⋡と PEP の間に，᭷意

傾向の中程度の㈇の┦㛵と᭷意傾向の中程度の

ṇの┦㛵が示された  (r = -.388, p < .10; r 
= .429, p < .10)。その௚の注意制御機能と PEP

との間には，᭷意傾向をྵめた㛵連性が示され

なかった。 
続いて，PEP とྛ注意制御機能の㛵連性につ

いて，┤᥋的なศᯒ対㇟となっていない௚の 2
つの注意制御機能を制御した೫┦㛵ศᯒを実᪋

した。その結果，㑅ᢥ的注意ㄢ題の反応時間と

PEP の間にのࡳ，᭷意傾向の中程度の㈇の┦㛵

が示された (r = -.402, p < .10)。 
 

࠙考 ᐹࠚ 
本研究は，神経心⌮ㄢ題を用いて，PEP と注

意制御機能の㛵連性が実験においても同様に示

されるかを᫂らかにすることを目的とした。 
研究1及ࡧඛ行研究 (௒஭ら, 2011) で示され

た，♫஺不Ᏻと注意制御機能の㛵連性について

は，本研究では同様の結果が示されなかった。

さらに，抑うつを制御した結果，♫஺不Ᏻと注

意のศ๭ㄢ題の㛵連性が示されなくなったこと

から，上グの㛵連性には抑うつが影響を及ぼし

ていることが示唆された。本研究の目的であっ

た PEP と注意制御機能の㛵連性については，

PEPとの㛵連が示されたものは㑅ᢥ的注意のࡳ

であった。さらに，┦㛵ศᯒの結果，PEP が㧗

い࡯ど㑅ᢥ的注意の能力が㧗いことが示唆され

たことから，研究 1 における結果と㏫の結果が

示された。 
本研究で作成したㄢ題には，4 ᩥᏐでᵓ成さ

れた㡢่⃭を意࿡のあるゝⴥとして⌮ゎする能

力や，ル࣮ルをぬえながら処⌮をする能力がྵ

まれていたため，注意制御機能௨እの能力がㄢ

題成⦼に反ᫎされたྍ能性が考えられる。 
ඛ述したように，PEP は，「♫఍的ሙ㠃をᅇ

㢳することは᭷┈である」という࣏ࣈ࢕ࢸࢪな

メタ認知的信念を᭷しているために生じること

が示唆されている (Fisak & Hammond, 2013)。
本研究で用いたㄢ題が注意制御機能௨እの能力

を反ᫎしていたྍ能性はあるが，本研究で示さ

れたように，PEP を行う者の㑅ᢥ的注意の能力

が㧗いのであれば，࣏ࣈ࢕ࢸࢪなメタ認知的信

ඛ行研究において，PEP と同様に反復的に過

ཤを᝿㉳する認知過程である「反ⱄ」は，特に

㑅ᢥ的注意の機能పୗと㛵連がࡳられることが

ሗ࿌されている (௒஭ら, 2011)。一᪉，本研究

では，PEP が注意の㌿᥮・注意のศ๭の機能ప

ୗと㛵連することが示されたため，反ⱄと PEP
の┦㐪Ⅼが，注意制御機能の観Ⅼからも示唆さ

れたとゝえる。௒ᚋは，本研究の結果を実験に

よっても同様に示すことで，PEP と注意制御機

能の㛵ಀ性を᫂らかにするᚲ要がある。 
 

◊✲㸰 

 
࠙目 的ࠚ 

本研究では，♫஺不Ᏻ者における PEP と注意

制御機能の㛵連性を，神経心⌮ㄢ題を用いて実

験的に᫂らかにすることを目的とした。 
 

࠙᪉ ἲࠚ 
実験対㇟者 

4 ᖺ制⚾立大学のㅮ義ᚋの時間を฼用して，

実験༠力者ເ㞟の用⣬を配ᕸし，実験の༠力者

をເ㞟した。実験ཧຍに同意した 21 ྡの学生を

対㇟とした (男性 9 ྡ, ዪ性 12 ྡ; ᖹᆒᖺ㱋

20.52 ṓ, SD = 1.72)。 
実験者 
大学学㒊生 (ዪ性) 1 ྡが行った。 

実験ᡭ続き 
調ᰝᑻ度へのᅇ⟅をồめたᚋ，ྛ注意制御機

能を 定するための୧⪥ศ㞳⫈ㄢ題を実᪋し

た。ㄢ題に㛵する説᫂ᚋに，ྛㄢ題につき 1 ศ

間の⦎⩦を行い，実験ཧຍ者がㄢ題ෆᐜを⌮ゎ

できているか，㡢ኌデ࣮タが࣐࢖クに適切に入

力されているかを確認した。 
実験ᮦᩱ 
㡢ኌ่⃭は 125 個の中性ㄒを用いた。NTT デ

࣮タベ࣮ス「日本ㄒのㄒᙡ特性 1.00」より，ᩥ

Ꮠ㡢ኌぶ密ㄒが 5.1㹼6.5 の₎Ꮠ 2 ᩥᏐの༢ㄒを

඲ 300 ㄒᢳฟしたᚋ，大学生 13 ྡに対し，ྛ

༢ㄒの感᝟౯を「非常に不ᛌ (1) 㹼非常にᛌい 
(7)」の 7 ௳ἲでồめた。その中で，Ᏺ㇂・୹野 
(2007) をཧ考にして，感᝟౯が 3.2㹼4.5 であっ

た༢ㄒを中性ㄒとした。なお，㡢ኌは上グのࢯ

トに௜ᒓされている㡢ኌを「Mixcraft 6」をࣇ

用いて඲༢ㄒの㛗さが 700msec になるように

⦅㞟した上で౑用した。㡢ኌฟ力には，

SuperLab SV-1 Voice Key を用いた。また，ṇ

⟅数を⟬ฟするために，SONY 〇の IC レ࣮ࢥ

 。を用いてㄢ題中の㡢ኌを㘓㡢した࣮ࢲ
୧⪥ศ㞳⫈ㄢ題 
ᕥྑで異なる㡢ኌ่⃭ (ࡦらがな 4 ᩥᏐの༢

ㄒ) をᥦ示し，ྛㄢ題の᮲௳にྜわࡏてできる

だけ早く༢ㄒのྡ⛠を復ၐすることをồめた。

Superlab4.5 を用いてㄢ題を作成し，ྛㄢ題は

60sec，ィ 180sec のㄢ題とした。ㄢ題成⦼は，

反応時間とṇ⟅⋡により⟬ฟした。反応時間は

್がపい࡯ど㧗成⦼であることを⾲し，ṇ⟅⋡

は್が㧗い࡯ど㧗成⦼であることを⾲す。ゎ⟅

時間ෆに復ၐしたものをṇᘧな反応時間とし，

ྛㄢ題におけるᖹᆒ反応時間をồめた。ṇ⟅⋡

は Li, Jackson, & Chen (2011) をཧ考にして，

ゝいᛀれや不ṇ確なものを不ṇゎとした。ྛㄢ

題のᡭ続きを௨ୗに示す。 
(a) 㑅ᢥ的注意ㄢ題: ᕥྑでᥦ示された༢ㄒの

うちྑ⪥の༢ㄒにのࡳ注意を㞟中し，ྑ ⪥に

ᥦ示された༢ㄒだけを復ၐするㄢ題とした。 
(b) 注意の㌿᥮ㄢ題: ㄢ題㏵中に࣮ࢨࣈ㡢をᥦ

示し，࣮ࢨࣈ㡢がᥦ示された᪉とは反対ഃの

⪥にᥦ示される༢ㄒを復ၐするㄢ題とした。 
(c) 注意のศ๭ㄢ題: ᥦ示された༢ㄒを୧᪉と

も復ၐするㄢ題とした。 
調ᰝᮦᩱ 
(1) LSAL-J (ᮅ಴ら, 2002): 研究 1 と同様。 
(2) PEPQ (஬༑ᔒ・ᔱ田, 2008): 研究 1と同様。 
(3) Beck Depression Inventory-II 日本ㄒ∧

(BDI-II; ᑠᔱ・ྂᕝ, 2003): 抑うつ症状を

 定するために用いた。21 㡯目 4 ௳ἲでᵓ

成されており，㧗い信㢗性とጇᙜ性を᭷して
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念に基づいて♫఍的ሙ㠃をᅇ㢳することと，能

動的に注意を向けることに㛵連があるྍ能性が

考えられる。したがって，PEP への介入には，

注意の᪉向性に㛵わるメタ認知的信念に介入を

行うᚲ要があることが示唆された。 
 

⥲ྜ⪃ᐹ 

 
本研究は，♫஺不Ᏻに特᭷の概念である PEP

と注意制御機能の㛵連性について，調ᰝ研究と

実験研究によって᫂らかにすることを目的とし

た。その結果，調ᰝ研究においては PEP と注意

制御機能の間に㈇の㛵連が示された一᪉で，実

験研究においてはṇの㛵連が示された。 
PEPと同様の反復的思考様ᘧである反ⱄや心

配については，反ⱄは㑅ᢥ的注意と᭷意な㈇の

┦㛵が示され，心配は注意の㌿᥮と᭷意な㈇の

┦㛵が示されている  (Armstrong, Zald, & 
Olatunji, 2011; ௒஭ら, 2011)。したがって，

PEP に㛵しても同様の㛵ಀ性が考えられるた

め，研究 2 よりも研究 1 で示された㛵ಀ性がඛ

行研究と一⮴した結果であるといえる。 
 ඛ行研究において，௚者からのྰ定的なホ౯

に対する不Ᏻを⾲す「௚者ホ౯ᠱ念」が㧗い者

は，పい者とẚ㍑して PEP が活性໬されやすい

ことがᣦ᦬されている  (Dannahy & Stopa, 
2007)。研究 2 において PEP との間にṇの㛵連

が示された㑅ᢥ的注意ㄢ題は，3 つのㄢ題の中

でも᭱ึに実᪋したㄢ題であることを㋃まえる

と，実験者のホ౯を気にすることでㄢ題への࢔

ラࣥスが㧗まった結果，PEP࢔ࣄࢻ と㑅ᢥ的注

意の間にṇの㛵連が示されたྍ能性が考えられ

る。௒ᚋは，ㄢ題の実᪋㡰ᗎや実験者の要因を

⤫制した上で上グの考ᐹの適ྰを検討するᚲ要

がある。 
一᪉で，PEP は，不Ᏻ感᝟とྰ定的な自己知

ぬによって特徴づけられており，PEP を行う♫

஺不Ᏻ者は状ἣを実㝿よりもྰ定的に捉えるこ

とがᣦ᦬されている (Hoffman, 2007)。したが

って，PEP を行う♫஺不Ᏻ者は，注意制御機能

に㛵しても，実㝿の注意制御機能よりも主観的

ホ౯をపく見✚もっているྍ能性も考えられ

る。 
本研究では，研究 1 と研究 2 で注意制御と

PEP の㛵わり᪉の異なるഃ㠃が捉えられたが，

それらを㋃まえた上で，PEP に対しては，注意

制御機能を向上さࡏるᚲ要だけでなく，注意を

ト࣮ࣟルし，PEPࣥࢥ を生㉳さࡏるメタ認知的

信念への介入を行うᚲ要性が示唆された。した

がって，PEP の介入には MCT の観Ⅼからの࢔

 。が᭷ຠであると考えられるࢳ࣮ࣟࣉ
᭱ᚋに，本研究のㄢ題を௨ୗに示す。➨ 1 に，

本研究では注意制御機能の主観的ᣦᶆである

ACS とᐈ観的ᣦᶆである୧⪥ศ㞳⫈ㄢ題の㛵

連性を᫂らかにできていないため，神経心⌮ㄢ

題が本研究で意ᅗした注意制御機能をṇ確に 

定できたかは不᫂確であるⅬである。➨ 2 に，

本研究で 定したPEPは過ཤ2㐌間の間に経験

した♫఍的ሙ㠃を基にᅇ⟅をồめたものであっ

たため，௒ᚋは，実験デࣥ࢖ࢨに♫఍的ሙ㠃を

ྲྀり入れることで，PEP を᧯作的に生㉳さࡏる

実験研究を行った上で，注意制御機能との㛵連

性を᫂らかにするᚲ要がある。 
 
ㅰ㎡㸸本研究の一㒊は，ᩥ㒊科学┬「⚾立大学

ᡓ␎的研究基┙ᙧ成支᥼事業」及ࡧ㹑㹇㹎「ḟ

ୡ௦㎰ᯘỈ⏘業๰㐀ᢏ術，生研ࣥࢭタ࣮」のຓ

成をཷけて行われた。 
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がある。 
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ぬによって特徴づけられており，PEP を行う♫

஺不Ᏻ者は状ἣを実㝿よりもྰ定的に捉えるこ

とがᣦ᦬されている (Hoffman, 2007)。したが

って，PEP を行う♫஺不Ᏻ者は，注意制御機能

に㛵しても，実㝿の注意制御機能よりも主観的

ホ౯をపく見✚もっているྍ能性も考えられ

る。 
本研究では，研究 1 と研究 2 で注意制御と

PEP の㛵わり᪉の異なるഃ㠃が捉えられたが，
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制御機能を向上さࡏるᚲ要だけでなく，注意を

ト࣮ࣟルし，PEPࣥࢥ を生㉳さࡏるメタ認知的

信念への介入を行うᚲ要性が示唆された。した

がって，PEP の介入には MCT の観Ⅼからの࢔

 。が᭷ຠであると考えられるࢳ࣮ࣟࣉ
᭱ᚋに，本研究のㄢ題を௨ୗに示す。➨ 1 に，

本研究では注意制御機能の主観的ᣦᶆである

ACS とᐈ観的ᣦᶆである୧⪥ศ㞳⫈ㄢ題の㛵

連性を᫂らかにできていないため，神経心⌮ㄢ

題が本研究で意ᅗした注意制御機能をṇ確に 

定できたかは不᫂確であるⅬである。➨ 2 に，

本研究で 定したPEPは過ཤ2㐌間の間に経験

した♫఍的ሙ㠃を基にᅇ⟅をồめたものであっ

たため，௒ᚋは，実験デࣥ࢖ࢨに♫఍的ሙ㠃を

ྲྀり入れることで，PEP を᧯作的に生㉳さࡏる

実験研究を行った上で，注意制御機能との㛵連

性を᫂らかにするᚲ要がある。 
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Abstract 
 

Post-event processing (PEP) is a specific repetitive thinking style in social anxiety. 
PEP is related to the self-focused attention that perpetuates social anxiety disorders. 
Studies have demonstrated that self-focused attention relates to attentional control 
functions (selective, switching, and divided attentions); attention training technique 
(ATT) has been shown to be effective in minimizing self-focused attention. However, few 
studies have examined this relation between PEP and the attentional control function. 
In this paper, we investigate this relation and demonstrate how ATT may be effective in 
decreasing PEP. The first study measures the relation between PEP and attentional 
control functions using a psychological measure. The second study measures the 
relation between PEP and attentional control functions using a dichotic listening task, 
which is a cognitive task used to assess attentional control functions. The results of 
these studies show that in Study 1, PEP is negatively correlated with attentional 
control functions. However, in Study 2, the results show that PEP has a positive 
correlation with selective attentional control and is not correlated with other 
attentional control functions. These results suggest that it is important to not only 
train the attentional control function but also modify the metacognition which can 
canalize attention. 
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